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1964年東京オリンピックの
聖火ランナーユニフォームをケアメンテする



　７月のある日。ハッピーの元に日
の丸のゼッケンをつけた白いユニフ
ォームとパンツが届けられました。
ゼッケンには「TOKYO 1964」の文
字。カウンセラーがご依頼品につい
てうかがうと、それは今から54年前
の東京オリンピックの聖火ランナー
のユニフォームだとわかりました。
　衣類のあらゆるお悩み事が持ち込
まれるハッピーですが、オリンピッ
クの聖火ランナーのユニフォームを
見るのは初めてのことです。
　ご依頼主は京都市にお住まいの太
田（旧姓清水）久美子さん。2020年
東京オリンピックに関する報道に接
する中で、久美子さんが高校１年生

のときに聖火ランナーの一員として
着たユニフォームを大事にしまって
いたことを思い出したそうです。
　「結婚したときも、引っ越したと
きも、思い出のものを入れた行李に
ずっとしまったままで出すことはな
かったんです」と久美子さん。
　大切な思い出のユニフォームです
が、「日の丸の赤い染料が落ちない
か心配で、洗うことができなかった
の」とおっしゃいます。ご依頼品
は、長年のたたみジワだけでなく、
首回りを中心にシミや黄ばみが浮き
上がっていました。
　なんとか、元の状態に戻せないか
と思っていたところ、知人から「ハ

　「私が走った21区は1.7キロ。この
距離を９分で走らないといけなかっ
たんですよ。トーチを持つ正走者１
人、その後ろに副走者２人、随走者
20人。全員が歩調を合わせて走るな
か自分だけが脱落するわけにはいか
ないので、責任感でいっぱいでし
た」
　ユニフォームと一緒に大切に残し
てあった当時の「実施要項」には、
「速度は毎時12kmを標準とする」
「豪雨・雨天の場合も予想されるの

で、15km位の速度もたえ得る体力
を有する者、特に女子の場合は悪条
件にもたえ得る者であること」とい
う走力についての条件が書かれてい
ます。
　久美子さんの通う高校からは複数
のランナーが選ばれており、放課後
みんなで走る練習をして、ランナー
の歩幅を揃えながら走る訓練も徹底
して行っていたそうです。
　本番を５日後に控えた９月23日に
は、次の区間への引き継ぎ時間に合

わせ、時間配分を確認するためのリ
ハーサルが現地で行われました。さ
らに２日後には東山区の円山音楽堂
で「オリンピック聖火を迎える夕

べ」というイベントも開かれ、京都
中がオリンピックムードに湧いてい
たことが当時の資料からも感じるこ
とができます。

　９月７日に沖縄を出発した聖火が
九州、四国、岡山を経て京都にたど
り着いたのは９月28日。この日は直
前まで降っていた雨も上がり、観月
橋付近は平日にも関わらず黒山の人
だかりができていたそうです。

　大勢の声援を背中に受け、1.7キ
ロの区間を走っている最中は「聖火
を届ける」という重責で緊張してい
たそうですが、規定タイム通りに全
員で走り切ったときには、無事に終
えることができた安堵感でいっぱい

だったとおっしゃいます。
　「でもね、走っているときはトー
チの煙がすごくて大変だったのよ」
（笑）。
　後方へと流れるトーチの黒煙にむ
せながらひた向きに走ったことも、
今では懐かしい思い出の一コマにな
っているようです。
　高校を卒業後は東京の大学へ進
み、体育教師として学生の指導にあ
たってきた久美子さんにとって、高
校生で聖火ランナーを務めた経験は
人生の宝だと言います。
　「この経験が、規律とか精神力の

大切さを育んでくれたと思いますよ」
　最近も琵琶湖を歩いて１周するな
ど、活発に体を動かし続けているの
は、運動することの素晴らしさを身
をもって体験してきたからでしょう
か。
　「スポーツを通じて多くの人と知
り合い、繋がり、人との輪を得てきま
した。孫たちにもそういう経験をた
くさんしてほしいと願っています」
　そんな久美子さんの思いは、ケア
メンテで真新しくよみがえった54年
前のユニフォームと一緒に、間違い
なくお孫さんに伝わることでしょう。

ハッピーには、日々さまざまなご依頼品が届けられます。
今回の『幸』では、そのなかで出会った一着がたどってきた
思い出の物語を取材しました。

54年前のユニフォームと
ともによみがえる
オリンピックの記憶

ッピーならキレイにしてもらえるの
では？」と紹介があり、ご依頼いた
だくことになったそうです。
　「孫たちがスポーツをしているの
で、このユニフォームを見せて“昔

聖火ランナーを務めたのよ”って驚
かせたいなと思ってね」（笑）
　茶目っ気たっぷりに、ケアメンテ
ご依頼のいきさつを話してください
ました。

　幼い頃から運動が大好きで、走る
のも得意だったという久美子さん。
当時住んでいた学区から男女１名ず
つの推薦があり、聖火ランナーに選

ばれたそうです。走るのは、京都府
南部を通過する「京都府第２コー
ス」の21区。観月橋から教育大附属
桃山中学校前までのコースです。

“ハッピー初”のご依頼品

京都府内の 1964年東京オリンピック聖火リレーコース
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聖火リレーの本番までには特訓も

左／長い間、行李に入ったままになっていたユニフォーム。全体的に黄ばみが目立
ちます。　右上／当日の写真からは聖火ランナーの緊張の表情が見て取れます。　
右下／当時配布された「実施要項」や「委嘱状」も大切に残されていました。

平安神宮前を走る聖火ランナー　毎日新聞社提供
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南部を通過する「京都府第２コー
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スポーツをする喜びを伝えたい

左／54年前の思い出とともにまっさらの
状態に戻ったユニフォームと一緒に。
心配されていた日の丸の色も鮮やか
によみがえりました。

下／当時の新聞記事からも，聖火リレー
の熱気が伝わります。「京都新聞」
（1964年９月 28日）より

再生技術「リプロン®シミ汚れ落し」と「リプロン®黄ばみ取り」によって、新品当時の真っ白
なユニフォームになりました。きれいになったユニフォームは、参加記念品の絵葉書やマッチ
箱とともに額装する予定とか。
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